



















































































































○L.v.Beethoven ?Piano concerto No. 1?（op. 15）より各楽章の一部分
○W.A.Mozart ?String Quartet? (KV387)
○L.v.Beethoven ?Piano sonata No.3?（op. 2-3）より第３楽章
以上３作品、第１転回形の役割と響きの特徴を捉える。
第１転回形の連続による音楽的効果を感受する。









○L.v.Beethoven ?Piano sonata No. 8?（op. 146）より第２楽章
異名同音転調が用いられている部分を取り上げ、異名同音を用いないものによって４声体で実施した後、異名
同音を用いるものに書き換え、その用法を理解し、響きを知覚する。
○L.v.Beethoven ?Symphony No. 5?（op. 67）より第１楽章冒頭
増６和音について理論的理解をした後、響きとその作用を知覚する。





















































































○L.v.Beethoven ?Piano sonata op. 13? 第２楽章冒頭部分
トニックとドミナントの和音の形態による響きの違いと、属七の和音の形態の違いが誘発する緊張から弛緩へ
の色合いの違いやエネルギーの違いを感じ取る。
○ J.S.Bach ?Werde munter,mein Gemu?te?（BWV154/3）
和音の度数、和音数字、転調、終止形を分析した上で合唱を行い、分析と響きを一体化させる。
○M.Luther ?Vater unser im Himmelreich?（BWV245/5）
転調を分析し、合唱する。
○ J.S.Bach ?Wer nur den lieben Gott la?ßt walten?（BWV197/10）
和音の度数、和音数字によりフレーズごとに経過的転調の分析を行い、合唱する。
和音外音の分析を行う。
















































































































































◯W.A.Mozart?Piano sonata No. 10?（KV330）より第２楽章冒頭部分
経過的な用法としての第２転回形と倚音としての第２転回形の音楽的作用の違いを学び、誘発される効果的な
演奏、３拍子の中での和声が生み出すスピード感の変化を味わい、表現に結びつける。






○L.v.Beethoven ?Piano sonata No. 8?（op. 146）より第２楽章
転回形の違いが誘発するバスの旋律性、緊張の度合いを知覚したうえで表現する。
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音楽理論の実践報告
ドッペルドミナント、和声リズムの変化がもたらす音楽のエネルギーの変化を感じながら演奏する。
借用和音の響きを感じながら演奏する。
８.今後の展望
和声の学習は、音楽理論に留まらず音楽科目すべてにおいて中心となるべき要素ではないだろうか。また、新
教科書のまえがきにもあるように、和声教育はソルフェージュの要素をも含むという意識、認識が、今一度喚起
されるべきであるのではないだろうか。音楽の体現を彩るあらゆる要素の訓練を行うソルフェージュの授業にお
いてこそ、和声学習を積み重ねることは必要不可欠であると考える。歌うことやリズムを音読するといった、直
接的な体現と和声学習が同じものであるという意識は、ソルフェージュ教育の中で可能となるのではないだろう
か。音楽の色となる和声の身体的感覚とその表出方法と絶えず訓練し、楽譜を縦に読む力を早期教育において養
うことは、その後の生徒たちの音楽活動をより自由に、柔軟に、そして深いものにするだろう。音楽理論や演奏
研究といった全ての音楽科目が一つの円を描くように生徒たちの中で時間をかけながら集約されることで、生徒
たちの音楽表現における総合的な力を向上させることができるのではないだろうか。音楽という身体活動を心か
ら楽しむことのできる音楽家を育てたい。
本研究は、和声教育の開始期における実践の第一歩であるが、和声をはじめとする音楽における学びのすべて
が生徒の中に蓄積され、総合的な形で演奏活動の場において還元されるという高い指標のもと、今後も様々な指
導の可能性の試行を行いながら、生徒たちにとって有益な授業展開を継続して模索していきたい。そのために、
まずは生徒たち自身が、和声を音楽活動と一体を成す存在として認識できるような授業であること、授業ごとに
音楽に対する視点を分離させるのではなく、全ての学びが集約され、楽器としての体に循環して初めて、真の音
楽という感情表出に結びつくという意識を自然に持つことができるようになること、早期教育においてその糸口
を提供し、基盤を作り上げる場としての音楽理論の在り方を追求することが、筆者にとって究極の理念である。
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